
豊能支部だより 豊中市・吹田市・箕面市
池田市・豊能町・能勢町 2024年４月号

4月になり、豊能支部も新体制で始動しました。今年度は、対面での研修会、また施設見学会
を例年より多く企画する予定です。オンラインでの交流会も引き続き開催していきます。皆さん
の学びの場、交流の場になることを願っております。早速５月は、就労支援施設と特例子会社の
見学会を企画しました。実際に働いている方々からお話を聞く貴重な機会です。沢山の方のご参
加をお待ちしています。 豊能支部長 桑原美貴

■集合 令和６年５月１７日（金）１２：４５ ※時間厳守
阪急豊中駅 南改札口

■内容
13：00 阪急バスにて移動

13：30 施設見学①「社会福祉法人大阪府社会福祉事業団
みずほおおぞら」

大阪国際空港近くにある障がい・高齢の総合福祉施設。
就労継続支援A型・B型事業の見学、パン工房「オオゾラヤ」

               でカフェ利用、希望者はパン購入可能
              （豊中市走井3－5－35）

14：45 移動（徒歩3分）

15：00 施設見学②「ANAウィングフェローズ・
ヴイ王子(株）大阪事業室」

ANA特例子会社の見学。2013年に開設された事業室で航空機
の整備記録などの電子データ化や物品管理業務を担当。

（豊中市箕輪3－8－1大阪国際空港併設、ANA航空機整備棟内）

16：50 阪急バスにて移動、阪急豊中駅にて解散
※希望者は、懇親会へ

■対 象 社会福祉士会会員（豊能支部会員を優先）
■定 員 ２０人
■参加費 無料
■その他 バスは1時間に一本しかありません。時間厳守でお願い致します
■懇親会 17：00～19：00 鳥貴族豊中店 参加費3,600円（税込）

■申込み 下記URLまたは右記QRコードより 令和６年５月６日（月）締切
https://ssl.form-mailer.jp/fms/5796f5e8815822

施設見学会 参加者募集
・社会福祉法人大阪府社会福祉事業団みずほおおぞら
・ANAウィングフェローズ・ヴイ王子（株）

5月限定抹茶とお豆のパン

～能登半島地震災害義援金 ご協力ありがとうございました～
令和6年3月に開催した全体会議・研修会にて、募金箱を設置しましたところ、9,950円の義援金が寄

せられました。多くのご協力感謝申し上げます。義援金は、日本赤十字社本社を通して、被災地に全額お
届け致します。



https://www.facebook.com/osakatoyono

日々の活動の様子やイベント情報などを随時発信しています。
ぜひフォローいただき、活動にお役立てください。
下記URLまたは右記QRコードからアクセス。

豊能支部Facebookの活用を

今後計画している予定の詳細は
Facebookにてお知らせいたします

＜令和6・7年度 役員・運営委員＞

令和５年度全体会議・研修会報告（令和6年3月9日開催）

オンライン学習会「手話を学ぼう」 参加者募集

■日時 令和６年６月１１日（火）２０：００～２１：００
■場所 zoom（申込者にIDとパスコードをご案内します）
■対象 社会福祉士会会員
■内容 挨拶や名前など簡単な手話を学びます。

ゲスト：三好みゆきさん（大阪府登録手話通訳者）
■申込 下記URLまたは右記QRコードより 令和６年６月７日（金）締切

https://ssl.form-mailer.jp/fms/a1cea9b9798130

支部長：桑原美貴、副支部長：平林智子、事務局長兼広報：堤信也
会計：坂本秀樹、運営委員：髙木勝巳、榎内智、原健悟、森山孝彰、
田中亜子、岡本絵美子、顧問：澤村さおり

令和5年度全体会議にて、豊能支部運営規則に則り、下記議案を審議し
たところ、参加者満場一致にて、全議案が承認されました。新役員・
運営委員は以下の通りです。どうぞよろしくお願いいたします。

第1号議案：令和5年度事業報告・決算について
第2号議案：役員改選について
第3号議案：令和6年度事業計画・予算について

研修会「強度行動障がいを理解しよう（第2弾）」に参加して

令和６年３月９日（土）14：30～16：30まで、講師の鈴木惠美子

さん（大阪府強度行動障がい支援者養成研修講師）をお招きし、研修

会が開催され、他支部も含め30名近くの方が参加されました。

強度行動障がいの方への対応について、職場で悩んだ経緯があり、

前回の第1弾にも参加したのですが、さらに理解を深めたい想いがあり、今回も参加させていただきました。

研修前は予測できない行動をするので、少なからず怖いという想いがありましたが、この研修会を受講して、

「困った人」ではなく「困っていることをうまく伝えられない人」ということが再認識できました。支援者側

が関わり方を工夫することで、安心した生活が送れるようになるよう、学びを今後に生かしていきたいと

思います。 豊能支部 生田善樹
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